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▲研修報告をする中学生

▲フォトコンテストで入賞された皆さん

▲新入団員代表による宣言▲消防ポンプ自動車配置式

　

３
月
１
日（
土
）、
春
日
六
合
の
「
か
す

が
モ
リ
モ
リ
村
」
で
、春
日
地
域
の
自
然
・

歴
史
・
文
化
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
第

４
回
ふ
る
さ
と
春
日
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
１
３
０
作
品
の
う
ち
20
作
品

が
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
に
は
、

春
日
美
束
の
寺
本
太
鼓
踊
り
を
収
め
、
最

高
の
揖
斐
川
町
長
賞
に
選
ば
れ
た
坂さ

か

口ぐ
ち

林り
ん

一い
ち

さ
ん
（
春
日
川
合
）
ら
入
賞
者
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

坂
口
さ
ん
は
「
太
鼓
の
力
強
さ
と
見
物

客
の
表
情
を
伝
え
た
か
っ
た
」
と
喜
び
を

語
り
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
は
、「
か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
」

に
６
月
17
日
ま
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
月
30
日（
日
）、
揖
斐
川
町
消
防
辞
令

交
付
式
が
、
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
揖
斐
川
町
消
防
団
初
の
女
性

団
員
３
人
を
含
む
64
人
が
新
し
く
入
団
し

ま
し
た
。

　

新
入
団
員
の
代
表
に
よ
る
宣
誓
は
、
女

性
団
員
の
寺て
ら

澤さ
わ

慶よ
し

子こ

さ
ん
が
務
め
、「
良

心
に
従
っ
て
忠
実
に
消
防
の
義
務
を
遂
行

す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
73
人
が
退
団
し
、
54
人
が
昇
任

し
ま
し
た
。
式
典
の
中
で
、
日
本
消
防
協

会
長
表
彰
の
伝
達
が
行
わ
れ
、
長
年
消
防

団
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
、
賞

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
ら

れ
た
の
は
、次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

消
防
庁
長
官
表
彰

　

竿
頭
綬

　
　

揖
斐
川
町
消
防
団

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

　

精
績
章

　
　

分
団
長　

所
と
こ
ろ　
　

良よ
し

保や
す

　
　

副
分
団
長　

駒こ
ま

月つ
き　

光み
つ

明あ
き

　

勤
続
章

　
　

分
団
長　

矢や

野の　

正ま
さ

勝か
つ

　
　

分
団
長　

中な
か

井い　

正ま
さ

文ふ
み

　
　

団　
　

員　

谷た
に

口ぐ
ち　

春は
る

夫お

　

辞
令
交
付
式
後
に
は
、
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
配
置
式
が
行
わ
れ
、
名
礼
分
団
に
新

し
い
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
配
置
さ
れ
ま

し
た
。

第
４
回
ふ
る
さ
と
春
日

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
表
彰
式

中
学
生
海
外
研
修
報
告
会

～
ア
メ
リ
カ
で
の
研
修
成
果
を
発
表
～

　

３
月
12
日（
水
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
、

中
学
生
海
外
研
修
派
遣
事
業
の
報
告
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
１
月
23
日
～
31
日
に
実
施
し

た
、
ア
メ
リ
カ　

ユ
タ
州　

セ
ン
ト
ジ
ョ

ー
ジ
市
へ
の
研
修
派
遣
団
17
人
の
中
学
生

と
引
率
者
が
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

研
修
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「D

O
 O

U
R 

BEST　

手
と
手
を
と
り
あ
っ
て
」
と
し

た
生
徒
か
ら
は
、「
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
」、

「
意
思
を
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん

だ
」
な
ど
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
団
長
と
し
て
派
遣
団
を
引
率
し
た
谷

汲
中
学
校
の
矢や

野の

智さ
と
し

校
長
は
「
生
徒
た

ち
が
揖
斐
川
町
を
紹
介
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
が
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
の
住
民

に
大
変
好
評
。
研
修
で
学
ん
だ
体
験
を
生

か
し
て
揖
斐
川
町
に
貢
献
で
き
る
人
材
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
消
防
辞
令
交
付
式

～
揖
斐
川
町
消
防
団
初
の
女
性
消
防
団
員
誕
生
～
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３
月
15
日（
土
）、
久
瀬
小
学
校
、
久
瀬

中
学
校
の
閉
校
式
が
行
わ
れ
、
児
童
や
卒

業
生
ら
、
５
０
０
人
が
思
い
出
の
校
舎
に

別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
閉
校
と
な
っ
た
、
久
瀬
小
学

校
と
久
瀬
中
学
校
は
、
少
子
化
の
影
響
な

ど
に
よ
り
生
徒
数
が
減
少
し
た
た
め
、
北

方
小
学
校
、
北
和
中
学
校
へ
の
統
合
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
宗
宮
町
長
が
式
辞
を
述
べ

た
後
、
久
瀬
小
学
校
６
年
生
の
西
川
成
さ

ん
と
、
久
瀬
中
学
校
３
年
生
の
高
橋
由
記

子
さ
ん
が
思
い
を
込
め
た
あ
い
さ
つ
を
し

ま
し
た
。

　

校
旗
の
返
納
や
校
歌
斉
唱
が
あ
り
、
そ

の
後
に
は
、地
域
の
人
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、卒
業
生

ら
が
企
画
し
た
感
謝
の
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。「
最
後
の
授
業
」や
替
え
歌
、ス
ラ
イ
ド

の
上
映
な
ど
を
行
い
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら

も
元
気
に
明
る
く
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

▲校歌を歌う春日中生徒

▲ゴミを積むライオンズのメンバー

▲谷汲口駅をスタートする参加者

▲全員での校歌斉唱の様子

　

３
月
16
日（
日
）春
日
中
学
校
の
閉
校
式

が
行
わ
れ
、
生
徒
と
地
域
住
民
ら
が
校
舎

に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
閉
校
と
な
っ
た
、
春
日
中
学

校
は
、１
９
４
６
年
に
新
設
さ
れ
、こ
れ
ま

で
２
１
５
４
人
が
卒
業
し
て
い
ま
す
が
、

近
年
の
少
子
化
の
影
響
な
ど
に
よ
り
生
徒

数
が
減
少
し
た
た
め
、
揖
斐
川
中
学
校
へ

の
統
合
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
宗
宮
町
長
が
式
辞
を
述
べ

た
後
、
春
日
中
学
校
３
年
の
川
村
清
楓
さ

ん
が
「
春
日
中
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
」
と
生
徒
代
表
の

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

校
旗
の
返
納
や
校
歌
斉
唱
が
あ
り
、
そ

の
後
に
は
、感
謝
の
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
で
は
生
徒
に
よ
る
太
鼓
演
奏
や
合
唱
が

あ
り
、
学
校
へ
の
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

早
春
淡
墨
桜
浪
漫
ウ
ォ
ー
ク

～
根
尾
を
目
指
し
て
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
～

　

３
月
15
日（
土
）と
16
日（
日
）、
淡
墨
桜

で
有
名
な
本
巣
市
根
尾
を
目
指
し
て
歩
く

「
早
春
淡
墨
桜
浪
漫
ウ
ォ
ー
ク
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
桜
の
開
花
に
は
、
早
い
時

期
の
開
催
で
す
が
、
根
尾
川
の
渓
谷
や
美

し
い
自
然
が
楽
し
め
る
と
あ
っ
て
毎
年
全

国
か
ら
大
勢
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。

　

参
加
者
に
あ
わ
せ
て
い
く
つ
も
の
コ
ー

ス
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
15
日
に
は
、
樽
見
鉄
道
谷
汲
口
駅
か

ら
18
㎞
を
歩
く
コ
ー
ス
の
参
加
者
が
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

谷
汲
口
駅
か
ら
の
コ
ー
ス
は
、
根
尾
川

右
岸
の
岐
礼
地
区
や
高
科
地
区
を
通
っ
て

淡
墨
公
園
を
目
指
す
コ
ー
ス
で
眺
望
の
よ

さ
か
ら
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
肌
寒
い
曇
り
の
天
候
と
な
り

ま
し
た
が
、
参
加
者
は
気
持
ち
の
よ
い
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

久
瀬
小
・
中
学
校
閉
校
式

春
日
中
学
校
閉
校
式

河
川
清
掃
奉
仕
活
動

～
揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
～

　

３
月
20
日（
木
）、
揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
会
員
に
よ
る
河
川
の
清
掃
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
献
血

の
呼
び
か
け
や
町
内
各
地
の
清
掃
、
町
内

各
幼
児
園
へ
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
訪
問
活

動
な
ど
様
々
な
社
会
貢
献
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
会
員
約
20
人
が
参
加
し
て

永
橋
下
流
の
粕
川
の
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
内な

い

藤と
う

芳よ
し

郎ろ
う

会
長
は
「
河
川
敷
に

放
置
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
残
念
。
環
境
美
化
の

精
神
を
持
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

は
、
４
月
２
日（
水
）に
も
桂
川
の
河
川
清

掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

清
掃
活
動
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


